




4.4 成形加工性評価

4.4.1 プレス成形

再生材をオープンロールで混練した後，熱プレスにより 1

mm厚のシートを作成し，流動性やシート表面状態を確認し

た。

4.4.2 押出成形

40 mmφ





る材料劣化や汚れ物質の付着，解体処理時における架橋ポリエ

チレン以外の材料混入などを考慮する必要がある。電線・ケー

ブル被覆材は，外観や機械特性，電気特性，耐久性などに高い

性能を要求されるため，クローズドループのマテリアルリサイ

クルを実施するには，回収システムや再利用技術も含めた検討

が更に必要と思われる。

6. おわりに


